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研究要旨 

 災害時には、膨大なデータを扱う場面、かたや非常に少ないデータのなかで 必要な情報を限られた時間の

中、素早く正確に読み解く必要がある。災害対応者は、その限られた情報の中で、意思決定を行う必要があ

る。そこで災害時における医療対応を進めるための情報処理を効率的に行うためのツールの開発が求められ

ている。現在、広域災害救急医療情報システム(EMIS)や被災地情報を集約する情報システム(SIP4D、

D24H)、災害診療記録及び災害時診療概況報告システム(J-SPEED)などが災害時に活用され、災害時の情

報整理の一翼を担っている。 

本研究では、災害時における、医療提供体制を地域最小単位である小学校区において、医療機関や避難所

情報など、医療における需要と供給のバランスを是正する意思決定支援システムの開発を行うことを目的とし、

Google アプリで無料運用できる範囲において開発を行うこととした。システム開発の流れは、データの収集・蓄

積・統合から構成され、収集は Google Form、蓄積・統合は Google Sheets を用いた。またこれらの集計・分

析には計算式を入れた、Google Sheet を作成してデータベース化を行った。さらにこれらを意思決定支援シス

テムとするために Google データポータルに表示し可視化を行った。このようなシステムを、医療機関、小学校

区における災害対策本部とくに医療本部において活用することで、人的資源の少ない中、より効率的な支援計

画を作成することが可能となる。さらに各医療本部など記録されている時系列記録から業務の優先順位を決定

するシステムから業務を表示させることでより具体的な支援内容の決定に寄与できる。 

今後は、情報管理と意思決定支援システムは誰でも使用でき、使用場面でカスタマイズしやすい、クラウドシ

ステムで開発されてそれらを継続的に使用していくためサーバー機能も必要である。 

 
Ａ．研究目的 
 医療機関の被災状況を知ることはその地域の医療

対応計画の策定には必要不可欠である。被災地域

における医療機関の役割分担や、支援配分を判断

する際には、医療機関ごとの被災状況を素早く情報

収集し、集計分析、可視化し、意思決定につなげる

必要がある。そこで医療機関ごとの収集すべき被災

報告項目の抽出、報告項目の集計、集計項目の可

視化のシステム化を行った。 

そこで、医療機関ごとの収集すべき被災報告項目

の抽出、報告項目の集計、集計項目の可視化を行っ

た。更に被災地域の医療需要の一要因としての避難

所の状況把握として、避難所アセスメントシート、避

難者が避難所受付時に記載する避難者カード、体調

チェックシート作成を行った。これらを受けて本研究

では、被災地域の小学校区における医療提供情報と

被災者医療ニーズ情報の一部を集約し、医療機関

の役割分担や医療支援配分の判断に結びつけるこ

とのできる可視化情報のシステム化を目的とし昨年

度作成を行なってきた。 

本年度は、さらに病院の規模により被災状況報告

項目や位置情報は適宜変更される場合があるため、

より自由度の高い質問票を作成する必要がある。被

災状況報告フォーマットを作成し、病院の部署ごとの

集計、病院ごとの集計、小学校区での医療機関の集

計しそれらを可視化し、また、活動場所などでの時系

列記録から業務優先度判定結果（竹内分担研究）を

具体的な業務優先順位をポータルサイトに表示する

ことで、よりきめ細やかなで具体的な地域での医療

対応計画の意思決定支援が可能となることを目的し

システムの開発を行った。 

 
Ｂ．研究方法 
 災害時における医療機関の被災状況の収集蓄積

統合を行うために、Google Sheet にて質問項目の作

成を行いそれを Google form に取り込み、被災状況
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の入力フォームの作成した。Google Deta Portal や

Google Map を用いて集計項目の可視化を行った。可

視化を行う際には Google Map を用いているが、小学

校区を分けるために、自治体からのポリゴンデータを

用いて表示を行った。被災状況の入力フォーム、そ

れらを表示するために１次的にポータルサイトを作成

し、医療機関ごとのダッシュボード、学区ごとの

MAP、基礎自治体の MAP を表示させた。 

 
 
Ｃ．結果 
Google Cloud を使用しすることで無償にて可視化に

至ることができた。Google Sheet に質問項目フォーマ

ットを作成し、フォーム作成ボタンにより Google Form

へ取り込み被災状況入力フォームを作成した（図

１）。被災状況入力 Form として Google Form を用

い、場所と被災状況、自由記載可能な報告 Form を

作成した（図 2.3.4）。入力されたデータは Google 

Sheet に蓄積されデータベース化される（図５）。入力

されたデータより、医療機関の診療機能に影響する

項目、スタッフの負傷者、患者負傷者、インフラストラ

クチャーである電気・水の障害、建物の破壊、倒壊の

危険、火災の発生、浸水の発生、通信手段の可否の

項目を選定し、フラグをたて、被災状況を点数化した

（図.6）。これらフラグを立てた被災状況項目をそれぞ

れ建物被害関連は 100 点、それ以外の被災項目を

10 点として点数を医療機関ごとに合計し医療機関の

被災状況評価として集計を行った（図.７）。医療機関

ごとの詳細な被災状況報告集計は、ダッシュボートと

して可視化を行い、医療機関の災害対策本部で閲覧

をできるようになっている。報告の割合、直ちに対応

をしなければいけない項目、それらがどこで起こって

おり、どのような被災に対応すべきなのか、直感的に

理解でき、災害対策本部で対応計画を立てる要員の

意思決定の一つの要因となり得る（図.8）。医療機関

の被災状況の点数を小学校区ごとで集計することで

小学校区ごとの医療機関の被災状況を把握すること

ができ、どの小学校区の被災が大きいかを集計した

（図.9）。また、医療機関ごとの被災状況図８の結果よ

り位置をマッピングし可視化するために被災の大きさ

を円の大きさとし、色を支援の緊急性が高いものを

赤色、次に緊急性が高いものを黄色として緊急性の

ひく被災を青色として表示を行った。また、小学校区

のエリアを分けるために基礎自治体の持っているポ

リゴンデータを用いて小学校区の表示を行った

（図.10）。各医療機関の被災状況を集計したデータ

図.9 の結果を用いて小学校区の医療機関の被災状

況を集計して、集計結果を被災の大きさを円の大き

さとし、色を支援の緊急性が高いものを赤色、次に緊

急性が高いものを黄色として緊急性の低い被災を青

色として表示を行った（図.11）。これらにより、医療機

関の部署ごとの入力から、小学校区それぞれの医療

機関の被災状況集計と詳細被災状況の確認が可能

となる。それらを集計することで小学校区ごとの集計

を地図上で見ることができる。それらを操作するため

のポータルサイト立ち上げ、広域自治体、基礎自治

体、医療機関ごとに確認することができるようにし、

災害の規模や医療対応活動における活動場所によ

って欲しい情報にアクセスしやすいサイトを立ち上げ

ている（図.12.13.14）。さらに活動場所の時系列記録

から業務優先度判定を行った結果をリアルタイムに

ポータルサイトに掲示することができる（図.15）。 
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図１.Google Sheet による質問項目のフォーマット 

 

図２.Google Sheet より作成した被災状況入力

Google Form（建物） 

 

図３.Google Sheet より作成した被災状況入力

Google Form（建物階数） 
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図 4.Google Sheet より作成した被災状況入力

Google Form（被災状況入力項目） 

 

 

図 5. Google Form 入力後のデータベース 

 

 

図 6. 被災状況評価のための評価フラグ 

 

 

図 7. 医療機関ごとの被災状況フラグによる評価 

 

 

図 8. 医療機関ごとの被災状況ダッシュボード 

 

 

図 9. 小学校区ごとの医療機関被災状況集計 

 

 

図 10. 小学校区における医療機関ごとの被災状況 

 



 

17 

 

 

図 11. 小学校区ごとの医療機関被災状況集計 

 

 

図 12. 被災状況ポータルサイト都道府県 

 

 

図 13. 被災状況ポータルサイト広域自治体 

 

 

 

図 14. 被災状況ポータルサイト広域自治体 

 

 

図 15. 時系列記録（クロノロジー）による業務優先度

結果の表示 

 

Ｄ．考察 
Google Sheet に質問項目フォーマットを作成し、

Google Form へ取り込むことにより自由度の高い入

力フォームの作成を行うことができるようになってお

り、病院の規模や位置情報や建物情報などを容易に

修正することができ汎用性の高い被災状況入力フォ

ームを誰でも作成することができた。医療機関の被

災状況フォームだけでなく、避難所や薬局、介護施

設などの被災状況把握について汎用性の高いシス

テムであると考えられる。 
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被災状況集計に関しては、今回はシンプルに病院

機能の維持という視点たち、建物被害、インフラ被

害、人的被害に絞った。しかし、医療提供は、これら

被災状況と人的資源、物的資源、それらを補う資源

などが複雑に絡み合うため、それらを含めた、被災

状況を点数化し複雑な関数や計算式を組み込むこと

が必要である。Google Sheet 上でも、使用できるデ

ータと計算式や関数に制限があったため、Google 

Sheet API などの使用がより高度なシステムを構築

するために必要であると考えられる。 

Google MAP を使用しマッピングと可視化を行っ

た、これらを一つの地図上に表示することも可能であ

り、被災地域の状況が地図上で確認することができ

る。地図上データを医療機関レイヤーや薬局レイヤ

ー、避難所レイヤーなどに分けることで必要な情報

のみを確認することもできる。また、基礎自治体の持

つポリゴンデータも変更し、地区の分け方を変更した

いなどの要望にも容易に対応するためには Google 

MAP API の機能を活用することで、自動でよりリア

ルタイムな集計結果を表示することが可能となる。今

回は、一時的なポータルサイトを作成し、そこへ

Google Cloud 上に置いているデータを表示させた

が、継続的な使用のためには、簡単なサーバーの機

能を持つ必要がある。 

 
 
Ｅ．結論 

 災害時には、資源に限りがある中、効率的な意思

決定をサポートするシステムは、災害対応を効果的

に実施する上で重要である。災害時には、資源に限

りがある中、効率的な意思決定をサポートするシステ

ムは、災害対応を効果的に実施する上で重要であ

る。Google のシステムは、小学校区の被災状況やそ

れらを可視化するための基礎システムとして効果的

な機能を有している。より高度なシステム管理や、よ

り高度な計算システムの構築、継続的なシステム運

用を考慮する際には、API や、ビックデータを扱える

ようなシステム導入、ホストサーバー機能を有してい

く必要がある。本システムは、小学校区での医療提

供体制を構築し、業務計画の支援をするための一助

となり、より地域密着の医療支援に貢献することがで

きる。さらに、汎用性の高いシステムでもあるので、

保健医療福祉に関わるすべての分野での発展も期

待できる。 

 
Ｆ．学会発表 
1．渡邉 暁洋，平山 隆浩，中尾 博之：一般演

題，：小学校区グリッドに基づく A-MACS における医

療支援体制への可視化による意思決定支援システ

ムの開発，第 28 回日本災害医学会総会・学術

集会，岩手，2023 年 
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